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問題１ A-2-2：医の倫理に関する規範（ヒポクラテスの誓い、ジュネーブ宣言、ヘルシン

キ宣言）を概説できる。 

 

 

 

問題２ C-2-1)-①：歯科医師法を概説できる。 
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問題３ C-4-1)-③：口腔疾患の疫学的指標を説明できる。 

 

 
 

 

 

問題４ C-4-2)-③：調査方法と統計的分析法を説明できる。 
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問題５ D-1-1)-②：糖質の構造、機能および代謝を説明できる。 
 

 
 
 
 
 
問題６ D-1-4)-②：細胞間と細胞・マトリックス間の接着分子を説明できる。 
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問題７ D-2-3)-(3)-②：肺循環と体循環の２系統を説明できる。 

 

 
 
 
 

 

 

問題８ D-3-1)-④：細菌、真菌、ウイルスおよび寄生虫の形態学的特徴と生理学的性状を

説明できる。 

 

 
 



２００７共用試験 歯学系ＣＢＴ公開問題 

Copyright© 2006 医療系大学間共用試験実施評価機構, ALL Rights Reserved 

問題９ D-3-1)-②：細菌、真菌、ウイルスおよび寄生虫のヒトの対する感染成立の機序と

これらの微生物がヒトに対して示す病原性を説明できる。 

 

 

 

 

問題１０ D-3-1)-④：化学療法の目的、原理および作用機序を説明できる。 
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問題１１ D-4-2)-②：化生を説明できる。 
 

 
 

 
問題１２ D-4-3)-②：出血の原因、および転帰を説明できる。 
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問題１３ D-4-5)-①：腫瘍の定義を説明できる。 

 

 
 

 

問題１４ D-5-3)-①：薬物の適用方法の種類とその特徴を説明できる。 
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問題１５ E-1-①：高分子材料、セラミック材料、金属材料および複合材料の構造と物性

を説明できる。 

 

 
 
 
 

問題１６ E-2-②：歯科用石膏の種類と特徴を説明できる。 
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問題１７ F-1-2)-⑤：エックス線装置とその周辺機器の原理と管理技術を説明できる。 
 

  
 
 

 

問題１８ F-1-2)-⑦：口内法エックス線撮影とパノラマエックス線撮影を行い、読影でき

る。 
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問題１９ F-1-3)-(3)-⑥：局所麻酔時の合併症を説明できる。 

 

 

 
 

 

問題２０ F-1-4)-③：抜歯に必要な器具の用法と基本手技説明できる。 
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問題２１ F-2-1)-②：咀嚼筋、表情筋、前頸筋の構成と機を説明できる。 

 

 

 
 

 

 

問題２２ F-2-4-(1)-②：歯の外傷と顎顔面骨折の原因と種類を列挙できる。 
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問題２３ F-2-4)-(2)-⑦：一般的な消炎療法の意義と特を説明できる。 

 

 
 

問題２４ F-2-4)-(3)-④：顎骨に発生する歯原嚢胞（含：歯根嚢胞、含歯性嚢胞、 

歯原性角化嚢胞）を概説できる。 
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問題２５ F-2-4)-(3)-⑦：歯原性腫瘍の種類と特徴を挙できる。 

 

 
 

 

 

問題２６ F-3-1)-②：歯種類の形態と特徴を説明できる。 
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問題２７ F-3-1)－⑤：歯周組織の発生、構造および機能を明できる。 

 

 
 

 

問題２８ F-3-2)－④：歯周疾患の病原と病態を説明できる。 
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問題２９ F3-3)-(2)-1：歯髄・根歯周組織疾患の症状、診断および治療方法を説明できる。 

 

 
 

問題３０  F-3-3)-(2)-③：歯髄・根尖歯周組織疾患の急性症状の診断と処置方法を

説明できる。 
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問題３１  F-3-3)-(3)-②：歯周疾患の診断と治療方針を説明できる。 

 

 

 

問題３２  F-3-3)-(3)-⑥：歯周疾患の急性症状の診断と処置方法を説明できる。 
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問題３３  F-3-4)-(1)-②：修復材料と修復法の種類と特徴およびその適応を説明で

きる。 

 

 

 

 

問題３４  F-3-4)-(1)-③：修復法に関する模型上での基本的操作ができる。 
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問題３５  F-3-4)-(1)-④：修復に必要な前処置の目的と意義を説明できる。 

 

 

 

 

問題３６  F-3-4)-(2)-③：支台装置とポンティックの選択、特徴および製作法を説

明できる。 
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問題３７  F-3-4)-(3)-⑦：可撤性義歯の構成要素を説明できる。 

 

 

 

問題３８  F-3-4)-(3)-⑨：下顎運動の記録法を説明できる。 
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問題３９  F-4-1)-④：不正咬合の原因、種類、診察、検査、診断、治療および予防

法を説明できる。 

 

 

問題４０  F-4-1)-⑦：矯正治療に必要な力学を説明できる。 
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問題４１－１ F-2-4)-(3)-⑮：白板症の特徴、症状および治療法を説明できる。 

 

 

 

問題４１－２ F-2-4)-(3)-⑮：白板症の特徴、症状および治療法を説明できる。 
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問題４２－１ F-3-4)-(1)-②：修復材料と修復法の種類と特徴およびその適応を説明

できる。 

 

 

問題４２－２ F-3-4)-(1)-②：修復材料と修復法の種類と特徴およびその適応を説明

できる。 
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問題４３－１ F-3-3)-(3)-②：歯周疾患の診断と治療方針を説明できる。 

 

 

 

問題４３－２ F-3-3)-(3)-②：歯周疾患の診断と治療方針を説明できる。 
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問題４３－３ F-3-3)-(3)-②：歯周疾患の診断と治療方針を説明できる。 

 

 

 

問題４３－４ F-3-3)-(3)-②：歯周疾患の診断と治療方針を説明できる。 
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問題４４－１  F-2-4)-(2)-④：炎症の診断に必要な検査法を説明できる。 

 

 

 

問題４４－２  F-2-4)-(2)-⑧：主な炎症（舌炎、口唇炎、口底炎、智歯周囲炎、歯槽

骨炎、顎骨炎、顎骨骨膜炎、顎骨周囲炎、下顎骨骨髄炎、歯性上顎洞炎等）を概説でき 

る。 
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問題４４－３  F-2-4)-(2)-⑦：一般的な消炎療法の意義と特徴を説明できる。 

 

 

 

問題４４－４  F-2-4)-(2)-⑦：一般的な消炎療法の意義と特徴を説明できる。 
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問題４５－１  F-3-3)-(2)-①：歯髄・歯尖歯周組織疾患の症状、診断および治療法を

説明できる。 

 

 

問題４５－２  F-3-3)-(2)-①：歯髄・歯尖歯周組織疾患の症状、診断および治療法を

説明できる。 
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問題４６－１  F-4-2)-⑧：保隙処置の目的と種類、適応症および留意点を説明できる。 

 

 

 

問題４６－２  F-4-2)-⑧：保隙処置の目的と種類、適応症および留意点を説明できる。 
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問題４７－１  F-3-3)-(3)-①：歯周疾患の症状を説明できる。 

 

 

 

問題４７－２  F-3-3)-(3)-①：歯周疾患の症状を説明できる。 

 

 

 

 

 



２００７共用試験 歯学系ＣＢＴ公開問題 

Copyright© 2006 医療系大学間共用試験実施評価機構, ALL Rights Reserved 

問題４７－３  F-3-3)-(2)-①：歯髄・根尖歯周組織疾患の症状、診断および治療法を

説明できる。 

 

 

問題４７－４  F-3-3)-(3)-①：歯周疾患の症状を説明できる。 
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問題４８－１  F-3-4)-(2)-④：橋義歯における支台歯形成の方法を説明できる。 

 

 

 

問題４８－２  F-3-4)-(2)-④：橋義歯における支台歯形成の方法を説明できる。 
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問題４８－３  F-3-4)-(1)-②：修復材料と修復法の種類と特徴およびその適応を説明

できる。 

 

 

問題４８－４  F-3-4)-(1)-②：修復材料と修復法の種類と特徴およびその適応を説明

できる。 

 

 


